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■
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

図
｜
１
・
２
・
３
は
最
近
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
だ
。
静
岡
県
伊
東
市
が
特
区
申

請
で
総
量
規
制
を
か
け
よ
う
と
し
た

が
、
厚
労
省
か
ら
あ
っ
さ
り
と
一
蹴

さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
筆
者
は
住

所
地
特
例
が
な
い
サ
高
住
は
、
何
ら

問
題
な
く
地
方
自
治
体
が
登
録
に

応
じ
る
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
社
会

福
祉
法
人
へ
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
へ
の
誘
導
、「
新
規
多
床
室
禁
止
」

へ
の
動
き
、
さ
ら
に
特
養
な
ど
の
介

護
保
険
施
設
の
「
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
」

の
類
型
を
廃
止
し
、
２
０
０
３
年
以

降
解
釈
通
知
違
反
で
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。
全
体
的
に
従
来
型
特
養
へ
の

締
め
付
け

が
強
化
さ

れ
て
い
る
。

医
療
法
人

も
そ
う
で

あ
る
が
社

会
福
祉
法

人
も
今
後

生
き
残
り

を
か
け
て

「
受
難
の
時

代
」へ
入
る
。

筆
者
の
講

演
で
も
こ
の

問
題
を
断

続
的
に
取
り
上
げ
て
行
く
。

■
サ
高
住
の
所
有
形
態

　

筆
者
の
設
計
す
る
サ
高
住
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
医
療
法
人
、
介
護
事

業
者
か
ら
の
依
頼
で
あ
る
。
所
有
形

態
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
大
き
く
分

類
し
て
自
己
所
有
と
サ
ブ
リ
ー
ス
の

二
つ
に
な
る
。サ
ブ
リ
ー
ス
の
場
合
は
、

①
地
主
と
建
築
主
が
同
一
の
場
合

（
土
地
の
有
効
活
用
、
相
続
税
対
策

型
）
と
、②
地
主
と
建
築
主
が
異
な

り
建
設
・
不
動
産
会
社
等
が
建
築

主
と
な
っ
て
医
療
法
人
等
に
サ
ブ
リ

ー
ス
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
長
所
短
所
が
あ
る
が
、
長
期
運

営
を
考
慮
し
早
い
時
期
か
ら
綿
密
な

事
業
計
画
が
必
要
に
な
る
。「
医
療
・

介
護
と
建
設
・
不
動
産
」
と
い
う

全
く
異
な
る
分
野
の
双
方
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
。

■
規
模
の
目
安

　

土
地
・
建
物
の
規
模
は
図
｜

４
・

５
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。
小
規
模

な
も
の
で
は
16
室
+
１
Ｓ（
Ｓ
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
表
す
）

タ
イ
プ
で
敷
地
200
〜
300
坪
、
延
床
180

坪
、
木
造
平
屋
か
ら
、
20
室
+
１
Ｓ
、

40
室
+
２
Ｓ
、
60
室
+
３
Ｓ
、
と
分

類
さ
れ
る
。
16
室
+
１
Ｓ
、
20
室
+

１
Ｓ
な
ど
の
小
規
模
な
も
の
は
金
融

機
関
の
決
済
も
早
く
（
支
店
決
済
）、

個
人
地
主
の
担
保
力
な
ど
か
ら
も

有
活
物
件
と
し
て
は
現
実
的
で
あ

る
。
運
営
法
人
の
経
営
面
か
ら
み
れ

ば
地
域
に
複
数
点
在
さ
せ
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
出
す
こ
と
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
を
筆
者
は
地
域
点
在

型
「
コ
ン
ビ
ニ
型
」
と
称
し

て
い
る
。
大
規
模
な
も
の

は
複
数
の
医
療
法
人
等
が

共
同
で
運
営
・
利
用
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。
地
域

拠
点
型
と
称
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

■
コ
ス
ト
の
目
安

　

ま
ず
は
入
居
者
が
支
払

え
る
家
賃
で
全
て
が
決
ま

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ

こ
で
言
う
家
賃
と
は
「
単
身
者
用
ア

パ
ー
ト
の
周
辺
相
場
家
賃
」で
あ
る
。

よ
っ
て
、
市
部
と
郡
部
で
は
異
な
る
。

こ
の
家
賃
と
建
設
単
価
に
は
相
関
関

係
が
あ
り
、
木
造
在
来
工
法
で
は

そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
家
賃
の
高
い

地
域
は
建
築
単
価
も
高
く
、
家
賃

の
安
い
地
域
は
建
築
単
価
も
安
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
関
関
係

と
、
ど
こ
で
も
18
㎡
で
可
と
い
う
医

療
・
介
護
型
サ
高
住
の
作
り
方
で
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
が
、
図
｜
６
・

７
・
８
で
あ
る
。

「
家
賃
×
10
＝
建
築
坪
単
価
」

　

周
辺
相
場
家
賃
を
10
倍
し
た
も

の
が
建
築
坪
単
価
に
な
る
。
設
定
条

件
は
年
間
利
回
り
10
％
、
空
室
率

10
％
、
建
設
協
力
金
０
で
あ
る
。
例

え
ば
家
賃
５
万
円
の
地
域
で
は
坪
50

万
円
が
建
築
坪
単
価
に
な
る
。
こ
れ

よ
り
建
築
坪
単
価
が
下
回
る
場
合

は
、
そ
の
分
利
益
に
な
る
し
、
自
己

所
有
で
土
地
購
入
の
場
合
は
、
土
地

購
入
代
金
に
回
し
て
も
よ
い
。

「
家
賃
×
０
・
０
７
７
＝
建
物
リ
ー
ス

代
（
坪
）」

　

サ
ブ
リ
ー
ス
で
床
を
借
り
る
場
合

の
目
安
。
設
定
条
件
は
レ
ン
タ
ブ
ル

比
50
％
、
転
貸
差
益
15
％
。
例
え

ば
家
賃
５
万
円
で
貸
し
出
す
場
合
、

オ
ー
ナ
ー
に
支
払
う
建
物
リ
ー
ス
代

は
３
８
５
０
円
／
坪
と
な
る
。
300
坪

の
建
築
を
借
り
る
場
合
は
月
額
１
１

５
・
５
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
レ
ン
タ
ブ
ル
比
と
は
入
居
者
に

賃
貸
す
る
専
有
面
積
の
建
物
全
体

面
積
に
対
す
る
割
合
を
言
う
。
50

％
に
設
定
し
て
あ
る
が
、
筆
者
の
経

験
で
は
60
％
以
上
に
な
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
割
合
が
大
き
け
れ
ば
そ
れ

だ
け
収
益
率
の
高
い
建
物
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
高
す
ぎ
る
と
共

用
部
の
余
裕
が
な
く
な
る
の
で
あ
ま

り
無
理
は
で
き
な
い
。
ま
た
転
貸
差

益
と
は
入
居
者
か
ら
得
る
家
賃
収

入
と
オ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
支
払
リ
ー

ス
料
の
差
益
を
言
う
。

「
家
賃
×
戸
数
×
100
＝
建
築
費
」

　

以
上
の
こ
と
か
ら
家
賃
と
戸
数
が

決
ま
る
と
建
築
費
が
算
出
さ
れ
る
。

例
え
ば
家
賃
５

万
円
で
20
戸
作

る
場
合
は
１
億

円
、
６
万
円
で

30
戸
作
る
場
合

は
1.8
億
円
に
な

る
。
こ
の
場
合

レ
ン
タ
ブ
ル
比
は

50
％
で
設
定
し

た
の
で
、
60
％

の
場
合
は
図
｜
８

の
下
段
の
よ
う

に
建
築
費
を
下

げ
ら
れ
る
。

21

「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
」（
そ
の
8
）
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